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第６学年　社会科学習指導案
に組　男子18名　女子18名　計36名
  指導者 　　 鮫島 純二

１　小単元　　天下統一に向けて活躍した人々

２　小単元について
（1）小単元の位置とねらい

子どもたちは，これまでに，源氏と平氏を中心とした武士の世の起こりや武士による政治につい
て調べる学習や武士による文化の特色を調べる学習を通して，それまでの時代の貴族に代わり源氏
や足利氏が幕府を開いて政治を行うようになり，全国的に武士の勢力が強まってきたことをとらえ
てきている。このような学習をしてきているこどもたちは，その後の武士の様子に関心をもち，群
雄割拠の戦国の世が統一されていった様子に関心をもち，活躍した武将を中心に追究したいという
意欲が高まってきていいる。

そこで，本小単元では，戦国の世の中で天下統一に向けて活躍した織田信長，豊臣秀吉，徳川家
康の三人の武将の生涯や業績を中心に追究していく活動を通して，武将たちが行った諸政策や戦に
よって，全国各地の諸大名の勢力を抑え，武士による政治の安定を目指したことをとらえさせよう
とするものである。また，写真や絵図，年表等を活用し，天下が統一されていく様子と三人の武将
の果たした役割や働きとを関係付けて考える力や，それを分かりやすく説明する力を高めながら，
我が国の歴史や伝統に関心をもたせたり，それらを大切にする態度を育てたりしようとするもので
ある。

このような学習は，大名や庶民に対する厳しいきまりや身分制度，鎖国等を確立した江戸幕府の
政治，そのような中で隆盛してきた文化や学問について追究する学習へと発展するものである。

（2）指導の基本的な立場

尾張の小大名の一族であった織田信長は，桶狭間の戦いで今川氏を破って以降，戦国大名として
の名を広め急速に領地を拡大していく。信長は天下布武の考え方のもと，戦い方を工夫して勢力を
広げるとともに，楽市楽座や仏教勢力の弾圧等，伝統的な政治や経済の秩序を克服して室町幕府を
倒し，支配体制を固めていった。そのような中，家来の明智光秀に倒される。信長の有力家臣であっ
た豊臣秀吉は，その明智光秀を倒し，約８年足らずで各地の戦国大名や一向宗などの勢力を抑え全
国を統一する。その後，太閤検地や刀狩令などの政策で武家奉公人，町人，百姓などの身分を確定
させ，武士が世の中を支配する社会の仕組みを整えた。また，朝鮮侵略も企図し，２度出兵させる
が失敗に終わる。徳川家康は，信長と連合したり秀吉の臣下となって活躍したりし，秀吉の死後は
多く大名を味方に付けて関ヶ原の戦いを制し，全国支配を確かなものにした。その後，征夷大将軍
に任ぜられ，江戸幕府を開き，幕藩体制の基礎を築いた。

そこでここでは，戦国の世の中が統一されていったことをよりよくとらえさせるために，織田信
長，豊臣秀吉，徳川家康の三人の武将の天下統一について追究させるようにする。その際，豊臣秀

吉と各地の戦国大名との関係についての学習内容を取り上げ重点化することで，島津氏や北条氏と

いった有力な各地の戦国大名への秀吉の対応や処遇から，天下統一に向けた各地の戦国大名の用い

方についての価値的知識を獲得させるようにしていく。

そのためにまず，「天下餅」や「ホトトギスの歌」のエピソードを基に，三人の武将が天下統一
に深く関わっていることに気付かせるとともに，３人についての人柄や関係性，役割などに着目さ
せ，戦国の世が統一されていくことについての問題意識と追究意欲をもたせていきたい。

次に，一人一人の予想を基に，自分なりの見方や考え方を生かした追究計画を立てさせ，年表や
絵図等の資料を基に天下統一までの過程，三人の武将同士の関係を構造的に示したり，年表に整理・
再構成させたりして歴史新聞等にまとめさせる。さらに三人の武将の政策や業績を評価させる討論
的活動を行わせることで，天下統一に対する見方や考え方をさらに高めようとするものである。
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このような学習を通して，戦国の世の中が次第に統一されて武士による政治が安定する様子につ
いて分かる喜びを味わいながら，我が国の歴史や伝統への関心や理解を深めていくことになる。

（3）子どもの実態（調査人数３５名　質問紙法，重複回答，主な項のみ記述）

この学級の子どもたちの三人の武将についての見方
や考え方は，次の通りである。

子どもたちは，三人の武将についてその存在を多く
は関心をもち理解していたが，各武将の業績や考え方
についてとらえている子どもは少数であり，混同して
いる事柄もある。これまでの経験から，名前だけは聞
いたことがあるという状況であることが考えられる。
しかし，それに対する関心や追究の意欲は約半数の子
どもに見受けられる。また，この時代に活躍した他の
武将については，一部の子どもが幅広く列挙しており，
歴史上の人物の認知に偏りが見られる。これは，歴史
に興味のある少数の子どもが，図書やテレビ等で知識
を得ているためであると考えられる。そして，この時
代の鹿児島の様子については，ほとんどの子どもは知
識がないため，鹿児島で活躍した武将の名前や当時の
状況，三人の武将との関係性についてとらえている子ど
もは少ない。資料活用の面から，比較や関連付けといっ
た思考の方法は，多くの子どもが身に付けており，こ
れまでの学びの成果を生かしているものと考えられる。

（4）指導上の留意点

以上のことを踏まえて，指導に当たっては，次のようなことに留意したい。
単元の追究過程においては，「信長の業績や考え方」「秀吉の業績や考え方」「家康の業績や考え方」

という柱を立て，これまでの学び方を生かしながら，天下統一に向けて三人の武将の果たした役割
やその時代への影響などについて主体的に追究させていく。また，「三人の武将と戦国大名との関係」
という学習内容を取り上げ，天下統一に向けて三人の武将が他の大名らを従えるためにとった行動
を追究させる。そして，その対応や処遇について価値判断させていくことで，天下統一の事業をよ
りよくとらえさせる学習を展開できるようにする。
ア　まず，三人の武将の役割や性格を例えた「天下餅」「ホトトギス」の絵図や歌を基に，天下統

一に向けての三人のつながりや働き，性格について違いがあることに気付かせる。そして，その
ことから三人の業績や役割について考えさせ，「三人の武将はどのようにして天下統一を進めて
いったのだろうか。」という問題意識をもたせたい。そして，その子なりの予想を表出させなが
ら追究計画を立てさせ，自分なりの考えを基に見通しをもって追究させていきたい。

イ　戦国の世の中が統一されていく様子を明らかにしていくために，それぞれの段階で，「天下統
一と鹿児島との関係」を扱う学習内容を取り上げ，天下統一を多面的に見ることができるように
していく。そこでまず，長篠の戦いや安土城と城下町の絵図，南蛮貿易，鉄砲やキリスト教の伝
来の資料を基に，信長の天下統一事業についてとらえさせる。その際，鹿児島が窓口になり深く
関わっていることについて触れる。次に，太閤検地や刀狩の絵図，朝鮮出兵の資料を基に秀吉の
天下統一事業をとらえさせる。その際，秀吉と島津氏をはじめとする各地の戦国大名との関係を
追究させる学習を基に，天下統一を進める武将たちが，諸戦国大名をどう抑えていくべきかを価
値判断するために，秀吉が行った処遇や対応を価値的知識として獲得させる。さらに，関ヶ原の

戦いや大名配置図等の資料を基に，家康の天下統一についてとらえさせる。その際，関ヶ原の戦

いでの島津氏の活躍や大名配置を取り上げて，家康と島津氏との関係をとらえさせていきたい。
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１　織田信長の行ったこと・考え方
　　本能寺の変(8)，楽市・楽座(7)，安土城建築(5)，
　　鉄砲の活用(4)，関所の廃止(3)，家康との連合(2)
２　豊臣秀吉の行ったこと・考え方
　　太閤検地(6)，明智光秀を倒す(5)，織田信長の家来(4)，
　　刀狩(4)，朝鮮侵略(4)，大阪城建築(2)，キリスト教禁止(2)
３　徳川家康の行ったこと・考え方
　　関ヶ原の戦い(7)，江戸幕府の開府(4)，大坂の陣(3)，
　　信長との連合(2)，征夷大将軍(1)
４　三人の武将以外の戦国大名
    島津氏(6)，武田信玄(5)，上杉謙信(5)，伊達正宗(4)，
　　北条氏(4)，毛利元就(3)，今川義元(3)，真田幸村(3)
５　天下統一と鹿児島との関係
　　島津氏の支配(6)，戦乱状態(5)，平和な暮らし(2)，
　　ザビエル来鹿(1)，鉄砲伝来(1)，沖縄の支配(1)
６　この時代で学習したいこと
　　三人の武将の業績，性格(17)，三人の武将の関係(8)，
　　３人以外の武将(7)，戦いの様子(6)，有力武将の考え(3)，
　　鹿児島の様子(3)，年号・時代区分(3)，出来事(2)
７　資料活用力
　　地図…立地条件(15)，分布(14)，運輸関係(9)
　　写真…現地生産(19)，人＋機械(6)，機械(6)，組立工程(5)
　　絵図…比較による時代の差異点(30)，時代の共通点(31)
　　グラフ…需要と供給(関連付け)(19)，最盛期(8)，増減(6)
　　年表…出来事(28)，期間(21)，経緯の概観(15)
　　実物…比較による用具の差異点(34)，用具の共通点(30)
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ウ　単元の終末において，これまでに追究したことを基にして，３人の武将の業績等を評価して，
推薦書を書く形で価値判断し，判断した理由を吟味し合う活動を設定する。その際，追究時に用
いた資料やまとめたことを基に，根拠を明確にした判断であるかを吟味させたり根拠と主張の整
合性を吟味させたりする。そして，自己の価値判断の変容を振り返らせ，戦国の世の中に対する
見方や考え方を深め，広げさせていきたい。

３　単元の目標
（1）　群雄割拠の戦国の世の中が，織田信長や豊臣秀吉，徳川家康の政策により統一されていく過程

について関心をもち，時代の様子や人物の働きについて意欲的に追究することができる。
（2）　信長や秀吉，家康の政策と三人の考え方を関係付けて天下統一に向かう様子を調べたり，三人

の武将と各地の大名との関わりについて調べたりしたことを説明することができる。
（3）　自分の調べたことや考えたことを明確にしていくために，資料や年表等を活用して人物の業績

を読みとったり，天下統一に向けて行った諸政策について分かったことを図表や絵図にまとめた
りすることができる。

（4）　信長や秀吉，家康が全国統一に果たした役割や，戦国の世の中が統一されていく様子を理解す
ることができる。また，全国各地の大名の三人の武将に対する関係を理解することができる。

４　指導計画（全７時間）
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○ 九州で勢力を誇っていた島津氏が秀吉
側との戦いを経て，最終的に秀吉に降伏す
る形で領地を認められたことをとらえさ
せるために，２人の坐像の様子を比較させ
て，両者の力関係について考えさせる。 
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５ 本  時（６／７） 

 (1) 目 標 

    

 (2)  本時の展開にあたって 

    

それを

基に，九州の島津氏の処遇を考えさせる学び合いの場を設定し，秀吉の考え方の適用を図る。 

 (3) 実 際 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  
  
  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秀吉が考慮した処遇の観点をとらえさせるため

に，「処遇の仕方は何が決め手になっているのだろ

うか。」と問い，北条氏の場合と伊達氏の場合を比

較させて，考え方の共通点を話し合わせる。 

 

 

〇 秀吉の全国の戦国大名に対する処遇について

一般化した見方や考え方を適用するために他の

戦国大名の場合と比較させるようにする。その

際，当時の郷土の歴史的事象への関心を深めさ

せるために，島津氏の動向を基に，降伏したこ

とで領土を安堵される処遇が秀吉にとってどん

な意味をもつのかを話し合う。 
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５　本　　時（４／７）
（1）目　標

豊臣秀吉が，全国各地の戦国大名に対して行った処遇を比較しながら調べ話し合う活動を通して，
天下統一のために秀吉との関係や地理的条件，勢力などを考慮して，諸大名を統制していったこと
を理解させる。

（2）本時の展開にあたって

本時の展開にあたっては，秀吉が北条氏と伊達氏に行った処遇とを比較させて，各大名の秀吉と
の関係や勢力，地理的な条件などが考慮されているという事実をとらえさせる。そして，それを基

に，九州の島津氏の処遇を考えさせる学び合いの場を設定し，秀吉の考え方の適用を図る。

（3）実　際

５ 本  時（６／７） 

 (1) 目 標 

    

 (2)  本時の展開にあたって 

    

それを

基に，九州の島津氏の処遇を考えさせる学び合いの場を設定し，秀吉の考え方の適用を図る。 

 (3) 実 際 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  
  
  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秀吉が考慮した処遇の観点をとらえさせるため

に，「処遇の仕方は何が決め手になっているのだろ

うか。」と問い，北条氏の場合と伊達氏の場合を比

較させて，考え方の共通点を話し合わせる。 

 

 

〇 秀吉の全国の戦国大名に対する処遇について

一般化した見方や考え方を適用するために他の

戦国大名の場合と比較させるようにする。その

際，当時の郷土の歴史的事象への関心を深めさ

せるために，島津氏の動向を基に，降伏したこ

とで領土を安堵される処遇が秀吉にとってどん

な意味をもつのかを話し合う。 
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